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定着金物を用いた連続繊維シートによるＲＣ構造物補強工法の開発 

その６ 実大基礎梁の加力実験概要および実験結果 

   正会員 岸本 剛＊1 同 福山 洋＊2 

   同 藤本 効＊3 同 中村 洋行＊4 

炭素繊維シート 定着金物 耐震補強 同 高橋 茂治＊5  同 鈴木 英之＊6 

鉄筋コンクリート   同 加藤 貴久＊7    

 
１．はじめに 

既報1)にて，梁のあと抜き貫通孔を定着金物と炭素繊維

シート（以下，CFシートと称す）および炭素繊維プレー

ト（以下，CFプレートと称す）を用い，U字形に補強する

工法について補強効果を示した。しかし，基礎梁には梁

の上側に床スラブがあり，下側には耐圧板が付く場合や

土に接する場合が多いため，一般の梁と異なり下部にシ

ートを回せずU字形の補強が困難となることが多い。そこ

で，CFシートの下端部を定着金物を用い梁側面の下部に

取り付け，井形にした場合の補強効果を構造実験より検

証した。本報では実験概要および結果について報告する。 

２．実験概要 
2.1 試験体 

基礎梁の形状は建物の規模や用途に応じ種々考えられ

るが，ここでは，設備用配管に必要な開孔径に対し，危

険側となるように梁せいをできるだけ小さくした実大モ

デルとした。本実験は開孔部を有する梁のせん断性状を

把握することを目的としているので，梁部材の曲げ降伏

よりもせん断破壊が先行するように計画した。 
表１に試験体一覧，表２に使用した材料の諸元と試験

結果を示し，図１に試験体形状を示す。No.1 は比較用の

無開孔梁試験体，No.2～No.5 は有孔梁試験体で梁せい方

表１ 試験体一覧 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

表２ 使用材料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 試験体形状 

降伏強度 引張強度 伸び
呼び名 種類 N/mm2 N/mm2 ％

No.1～No.5 353 462 17
No.6 363 486 21

No.1～No.5 385 540 17
No.6 383 560 17
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主筋：上下とも6-D22（SD345）　pt=1.07%
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向の開孔位置と補強の有無が異なる。なお，各試験体と

も開孔径は D/4.10（D:梁せい），材軸方向の開孔位置はス

パンの中央である。有孔梁のうち，No.2 は無補強，No.3
～No.5 は補強を施した試験体である。No.3 は開孔位置が

梁せい中央（開孔位置が梁下より 0.5D D:梁せい）にあ

る試験体で，開孔周りを材軸方向，梁せい方向共 CF シー

トで井形に補強した。梁せい方向の CF シートの定着には

梁の側面にアンカーで固定する鋳鋼製の定着金物 A を用

いた。No.4 は No.3 に対し，開孔位置がスラブ側に偏芯し

た試験体（開孔位置が梁下より 0.63D）である。その場合，

スラブ下部の材軸方向の補強に CF シートが貼れない場合

を想定し幅の小さい CF プレートを用い井形に補強した。

No.5 は更にスラブ下部に偏芯した試験体（開孔位置が梁

下より 0.7D）で，この場合には材軸方向に CF プレートを

取り付けることや，梁せい方向の CF シートの定着に定着

金物 A を用いることができないことを想定し，スラブを

貫通させたアンカーにより固定させる定着金物 B を用い

た。各試験体ともスラブ付の T 形断面とし，せん断抵抗

機構として形成される圧縮ストラットがスラブを伝わっ

てスタブに伝達しないよう梁端部にはスリットを設けた。 
No.2～5 はあと施工で開孔を設ける際にあばら筋を切断

することを想定した配筋としている。これに対し No.6 は，

あばら筋の切断による影響を検証するため No.2 に対しあ

ばら筋を切断しない試験体とした。 
2.2 加力計画 

上下スタブの平行を維持し水平力を載荷する加力装置

を用いて，正負交番繰返し載荷を行った。加力スケジュ

ールは部材角で1/800,1/400,1/200,1/100,1/67,1/50 radを１サ

イクルずつ繰り返す計画とした。 

３．実験結果 

図２に各試験体のせん断力(Q)と部材角(R)の関係を示す。 
無開孔の試験体 No.1 では，部材角 1/800rad の載荷時に梁

端部に曲げひび割れおよびせん断ひび割れが発生した。その

後，せん断ひび割れが進展し，1/200～1/100 rad で梁主筋が

降伏した後，最大耐力を迎えた。最大耐力は正加力は 484kN，

負加力は 496kN であり，その後徐々に耐力が低下した。破

壊性状は梁の曲げ降伏後のせん断破壊であると考えられる。 
有開孔で無補強の試験体 No.2 では，部材角 1/800rad の

載荷時に梁端部に曲げひび割れが発生した後，同サイク

ルで開孔部周辺にせん断ひび割れが発生した。その後，

開孔部周辺のせん断ひび割れが進展し，1/200 rad 以降大

きな耐力の上昇は見られず最大耐力を迎えた。最大耐力

は 350kN であり，この時主筋は降伏していなかった。破

壊性状は梁のせん断破壊であると考えられる。 
有開孔で井形に補強した試験体 No.3 では，No.2 と同様

に部材角 1/800rad の載荷時に梁端部に曲げひび割れ，開

孔部周辺にせん断ひび割れが発生した。その後，開孔部

周辺のせん断ひび割れが進展するものの，1/200 rad 以降

も荷重は上昇し，1/200～1/100 rad で梁主筋が降伏した後，

1/100 rad 手前で最大耐力を迎えた。最大耐力は 528kN で

あった。No.4，No.5 も同様の傾向を示した。破壊性状は

梁の曲げ降伏後のせん断破壊であると考えられる。 
No.6 は No.2 に対し，正負側とも高い最大耐力を示した。 

４．おわりに 
加力実験より，CF シートを井形に貼り付け補強した場合

でも U 形と同様に十分な効果が得られることが確認できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ せん断力(Q)－部材角(R)関係 
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